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２０２３年６月 全国百貨店売上高概況 
２０２３年７月２４日 

Ⅰ．概 況  
 

１．売上高総額        ４，４１２億円余 

２．前年同月比（増減率）７.０％（店舗数調整後／１６か月連続プラス） 

３．調査対象百貨店   ７０社 １８１店 （２０２３年５月対比±０店） 

４．総店舗面積     ４,７４５,２７３㎡ （前年同月比：－３.４％） 

５．総従業員数     ５２,２１４人 （前年同月比：－６.９％） 

６．３か月移動平均値   11-1月 ７.１％、12-2月 １１.２％、1-3月 １４.６％、 

（店舗数調整後）   2-4月 １２.４％、3-5月 ８.３％、4-6月 ７.３％ 

 

  ［参考］２０２２年６月の売上高増減率は１１.７％（店舗数調整後） 

【特 徴】 
６月の売上高は７.０％増と１６か月連続のプラスとなった。コロナ前の２０１９年比では

５.１％減と前月とほぼ同水準で推移しており、回復基調は続いている。 

上旬は、台風や大雨による影響も見られたが、中旬以降の気温上昇や、外出機会増加、旅

行ニーズなどにより、衣料品・服飾雑貨、化粧品が夏物商材を中心に好調に推移した。増勢

が続く高付加価値商材に加え、円安効果と入国制限終了から高伸するインバウンドも売上を

押し上げた。入店客数は３.５％増（１６か月連続）、２０１９年比では１９.７％減となった。 

顧客別では、インバウンドが、一段と高い伸びを見せ（前月比７１.２ポイント上昇）３２０.３％増（１

５か月連続／シェア６.４％）、売上高２８０億円と、コロナ禍の２０２０年２月以降、最高額となっ

た。２０１９年比でも０.８％減となり、ほぼコロナ前の水準に戻っている。国内市場は１.

８％増（１６か月連続／シェア９３.６％）、２０１９年比５.３％減となった。 

地区別では、インバウンドと高額商材が好調な都市（１０都市／２１か月連続）が、９地区で前年実

績を超え、１０.１％増と二桁伸びを示したが、地方（１０都市以外の７地区／２か月連続）は１.９％減と

なった。 

商品別では、主要５品目のうち４品目で前年をクリアし、身のまわり品（１０.４％増）と雑貨

（１２.０％増）は二桁伸びを示した。好調が続くラグジュアリーブランドや時計、宝飾など高額

商材の他、化粧品（１８.７％増）は、インバウンド需要に加え、メイクアップや UV 関連商品が

好調で、伸び率は前月よりさらに２.９ポイント上昇した。バッグ、靴、旅行用品の他、傘な

どレイングッズも好調だった。主力の衣料品は、ジャケット、カットソー、ワンピースなど

夏物衣料を中心に動き、クリアランスも好調な滑り出しを見せている。食料品は、物産展な

どの食品催事や手土産需要から菓子、惣菜が引き続き好調だった。父の日商戦では、酒類や

銘菓、カジュアルウエアなどが動いた。中元商戦前半は、各社、堅調に推移している。 

【要 因】 
    (1) 天 候 ： 気象庁発表「６月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 
    ◇気温は北・東日本でかなり高く、西日本で高かった。降水量は東日本日本海側と東日本太平洋側でかなり多く、北日本

日本海側と北・西日本太平洋側で多かった。日照時間は北日本太平洋側で多かった。 

(2) 営業日数増減     ２９.９日（前年同月比 ±０.０日） 

(3) 土･日･祝日の合計     ８日（  〃    ±０.０日） 

  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比／有効回答数１０７店舗） 

     ①増加した：４６店、②変化なし：３４店、③減少した：２７店 

  (5) ６月歳時記（父の日、中元）の売上（同上／有効回答数７６店舗） 

     ①増加した：１０店、②変化なし：４９店、③減少した：１７店 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 441 ,231 ,061 100 .0 7 .0 (　6 .5 )

10都市 337 ,168 ,481 76 .4 10 .1 (　9 .8 )

札幌 11,445,211 2.6 9.3

仙台 5,849,334 1.3 -0.7

東京 136,056,773 30.8 10.0

横浜 27,938,743 6.3 0.6

名古屋 30,150,308 6.8 9.2

京都 19,314,008 4.4 13.2

大阪 69,940,285 15.9 14.8

神戸 11,271,066 2.6 16.9

広島 7,673,612 1.7 1.2 ( -8.5)

福岡 17,529,141 4.0 12.0

10都市以外の地区 104 ,062 ,580 23 .6 -1 .9 ( -2 .9 )

東北 4,192,753 1.0 -6.3

関東 47,602,599 10.8 -1.4 ( -3.1)

中部 7,516,296 1.7 -3.5

近畿 14,946,478 3.4 -2.0

中国 8,433,052 1.9 -3.2

四国 5,629,079 1.3 -1.5

九州 15,742,323 3.6 -0.4

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 441 ,231 ,061 100 .0 7 .0 (　6 .5 )

紳士服・洋品 23,801,881 5.4 5.8 (　5.4)

婦人服・洋品 78,799,674 17.9 11.6 (　11.3)

子供服・洋品 5,506,035 1.2 1.3 (　0.7)

その他衣料品 6,351,375 1.4 -4.3 ( -4.9)

衣　　料　　品 114 ,458 ,965 25 .9 8 .8 (　8 .4 )

身のまわり品 70 ,276 ,740 15 .9 10 .4 (　9 .7 )

化粧品 37,183,644 8.4 18.7 (　18.4)

美術・宝飾・貴金属 40,412,396 9.2 8.7 (　8.6)

その他雑貨 11,751,931 2.7 4.3 (　3.3)

雑　　　　　　貨 89 ,347 ,971 20 .2 12 .0 (　11 .7 )

家　　具 3,713,430 0.8 -2.4 ( -3.2)

家　　電 1,232,186 0.3 9.0 (　9.0)

その他家庭用品 9,660,817 2.2 -3.4 ( -3.9)

家　庭　　用　品 14 ,606 ,433 3 .3 -2 .2 ( -2 .7 )

生　鮮　食　品 21,788,794 4.9 -0.9 ( -2.0)

　菓　　子　 36,472,523 8.3 3.7 (　3.2)

　惣　　菜　 27,229,238 6.2 2.7 (　2.3)

その他食料品 40,596,658 9.2 -1.5 ( -2.2)

食　　　料　　　品 126 ,087 ,213 28 .6 0 .9 (　0 .3 )

食　堂　　喫　茶 10 ,203 ,278 2 .3 9 .7 (　9 .3 )

サ　ー　　ビ　ス 4 ,033 ,533 0 .9 4 .9 (　4 .2 )

そ　　の　　他 12 ,216 ,928 2 .8 13 .7 (　13 .5 )

商　　　品　　　券 10 ,870 ,426 2 .5 -7 .9 ( -8 .3 )

全国百貨店　売上高速報 2023年6月
第１表　　地区別売上高

※店舗数調整後　（　）が調整前

対前年増減(-)率　(%)

※

　対前年増減(-)率　(%)

※

第２表　　商品別売上高

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、

   総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。

注)　２０２３年２月より、北海道の１店舗を地区区分１０都市の札幌に合算しております。
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Ⅱ．地区別の動き  

 

   １.１０都市売上動向       １０.１％（店舗数調整後／２１か月連続プラス） 

   ２.１０都市以外の地区売上動向  －１.９％（店舗数調整後／２か月連続マイナス） 

 

 

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

地区 
売上前年比 

（増減率） 
寄与度 トレンド 

１０都市 １０.１ ７.５ ２１か月連続プラス 

札 幌 ９.３ ０.２ １６か月連続プラス                                                                         

仙 台 －０.７ －０.０ ２か月連続マイナス 

東 京 １０.０ ３.０ ２２か月連続プラス 

横 浜 ０.６ ０.０ ２か月ぶりプラス 

名古屋 ９.２ ０.６ ２１か月連続プラス 

京 都 １３.２ ０.５ ２１か月連続プラス 

大 阪 １４.８ ２.２ ２１か月連続プラス 

神 戸 １６.９ ０.４ １６か月連続プラス 

広 島 １.２ ０.０ ２か月ぶりプラス 

福 岡 １２.０ ０.５ ２１か月連続プラス 

10 都市以外の地区 －１.９ －０.５ ２か月連続マイナス 

東 北 －６.３ －０.１ ２か月連続マイナス＊ 

関 東 －１.４ －０.２ ２か月連続マイナス 

中 部 －３.５ －０.１ ２か月連続マイナス 

近 畿 －２.０ －０.１ ７か月ぶりマイナス 

中 国 －３.２ －０.１ ２か月連続マイナス＊ 

四 国 －１.５ －０.０ ２か月ぶりマイナス 

九 州 －０.４ －０.０ ６か月ぶりマイナス 

   （注 1）北海道、東北、中国、九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 

広島、福岡を１０都市に移行した。（２００５年までは６大都市） 

         

       （注 2）２０２３年２月より、北海道の１店舗を地区区分１０都市の札幌に合算した。 
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Ⅲ．商品別の動き  

 

主要５品目は家庭用品を除く４品目でプラスとなった。その他の品目は、化粧品が１６ 

か月連続、美術・宝飾・貴金属が２９か月連続でプラスとなったほか、子供服が４か月 

ぶりにプラスとなった一方、家具が３か月連続、生鮮食品が２か月ぶりにマイナスとな 

った。 

 

 

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

商品別 
売上前年比 

（増減率） 
寄与度 トレンド 

総額 ７.０ ― １６か月連続プラス 

紳士服・洋品 ５.８ ０.３ ７か月連続プラス 

婦人服・洋品 １１.６ ２.０ １６か月連続プラス 

子供服・洋品 １.３    ０.０ ４か月ぶりプラス 

その他衣料品 －４.３ －０.１ ２か月連続マイナス 

衣料品 ８.８ ２.３ １６か月連続プラス 

身のまわり品 １０.４ １.６ ２１か月連続プラス 

化粧品 １８.７ １.４ １６か月連続プラス＊ 

美術・宝飾・貴金属 ８.７ ０.８ ２９か月連続プラス＊ 

その他雑貨 ４.３ ０.１ １５か月連続プラス＊ 

雑貨 １２.０ ２.３ ２１か月連続プラス 

家具 －２.４ －０.０ ３か月連続マイナス 

家電 ９.０ ０.０ ９か月連続プラス 

その他家庭用品 －３.４ －０.１ ４か月連続マイナス 

家庭用品 －２.２ －０.１ ３か月連続マイナス 

生鮮食品 －０.９ －０.０ ２か月ぶりマイナス＊ 

菓子 ３.７ ０.３ ２２か月連続プラス＊ 

惣菜 ２.７ ０.２ ２２か月連続プラス＊ 

その他食料品 －１.５   －０.２ ６か月ぶりマイナス＊ 

食料品 ０.９ ０.３ １１か月連続プラス 

食堂喫茶 ９.７ ０.２ １６か月連続プラス 

サービス ４.９ ０.０ ４か月ぶりプラス 

その他 １３.７ ０.４ １５か月連続プラス 

商品券 －７.９ －０.２ ４か月連続マイナス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に 

     ついては２００６年１月から細分化した。 

 

 

 

お 問 い 合 わ せ は 、 日 本 百 貨 店 協 会  橘 ・ 長 柴  まで 

TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 

 

 

 

http://www.depart.or.jp/

